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はじめに
　2019 年 4 月からの 1 年間にわたり長期在外研究員
制度を利用して、アメリカのカリフォルニア大学アー
ヴァイン校（University of California, Irvine、以下
UCI）にて客員研究員（Visiting Scholar）として在籍
するという貴重な機会を得ることができた。長期不在
の間は、担当授業やゼミをはじめ、各種委員会等で、
実に多くの先生方にご協力とご理解を頂いている。こ
の場をお借りして、改めてお礼を申し上げたい。
　本レポートの執筆時点（2019 年 6 月末）では、渡
米後 3 カ月足らずしか経過しておらず、こちらの状況
にはまだまだ不案内であるが、受入大学の選定から準
備期間を含めて、カリフォルニア州やアーヴァインの
様子、受け入れ大学先での研究活動等の在外研究の経
過報告をおこないたい。
1　渡米準備期間
1–1　受け入れ大学の選定
　在外研究開始の 1 年ほど前（2018 年 3 月）に、受
け入れ大学の選定と居住予定地域の下見を兼ねて、実
際にカリフォルニアを訪れてみることにした。
　結論から述べると、1 週間ほどの短い滞在期間で、
実際に会うことができた研究者は、カリフォルニア大
学ロサンゼルス校（UCLA）のマイケル・ロス（Michael 
L. Ross）教授と今回の受け入れ先となったカリフォ
ルニア大学アーヴァイン校（以下、UCI）のスティー
ブン・トピック（Steven C. Topik）教授の 2 名だけ
であった。その他、南カリフォルニア大学やその他の
大学の客員研究員受入担当の事務員の方にも打診はし
たが、研究者との面談にまでは至らなかった。
　前者のマイケル・ロス教授は、石油資源開発に関
して世界的に著名な研究者のひとりである。最近で
は石油収益と産油国の政治制度、経済成長の相関関
係を論じた研究書（Michael L. Ross, The Oil Curse: 
How Petroleum Wealth Shapes the Development of 
Nations, Princeton University Press, 2013）の邦訳（マ
イケル・ロス（松尾昌樹他訳）『石油の呪い　国家の
発展経路はいかに決定されるか』吉田書店、2017 年）
が刊行されている。
　ロサンゼルス到着後、すぐにマイケル・ロス教授と
の面談を実施した。UCLA の個人研究室にて 1 時間
ほど、雑談を交えて自らの研究内容の話をした。マイ
ケル・ロス教授とは初対面であったが、自分の研究領
域であるアフリカにおける石油資源開発に対しては非
常に興味を持っていただいた。だが、なにぶん初対面
であること、研究環境のキャパシティの問題や研究プ
ロジェクトチームの事前参加が必須条件であることか
ら、今回の受け入れは難しい旨を告げられた。当然の
ことであるが、事前に研究者との面識を持つことの重
要性を痛感した。
　後者のスティーブン・トピック教授とは、街中にあ
るイタリア料理店に招待され、昼食をともにしながら
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2 時間ほど話をすることができた。スティーブン・ト
ピック教授とお会いするのも初めてではあったが、同
教授とケネス・ポメランツ（Kenneth Pomeranz）教
授との共著（ケネス・ポメランツ、スティーブン・ト
ピック（福田邦夫、吉田敦共訳）『グローバル経済の
誕生』筑摩書房、2013 年）を翻訳している縁もあり、
好意的に昼食をとることができた。『グローバル経済
の誕生』は、コモディティ（砂糖、コーヒー、グアノ）
の歴史や資本主義と奴隷制、暴力の歴史を端的に、か
つ緻密に描きだした大著である（興味をもたれた方は
是非、一読されることをお勧めしたい）。翻訳者であ
ることと、石油や鉱物資源などのコモディティ研究に
対する理論的方向性にズレがないことをお互いに確認
することができ、幸いにも受け入れを承認していただ
いた。
1–2　渡米準備
　スティーブン・トピック教授が所属する UCI での
客員研究員としての受け入れが決まった後は、ビザ取
得に向けた手続きを進める必要がある。アメリカでは、
日本人が 90 日以上にわたり滞在する場合、非移民ビ
ザの取得が必要であり、商用・学生、専門職ビザなど
複数の種類が存在する。大学の研究者が滞在する場合、
交流訪問ビザと呼ばれる J-1 ビザを取得しなければな
らない。アメリカ大使館のホームページによれば、「J-1
ビザは、教育、芸術、科学の分野における自在、知識、
技術交流を促進するためのビザ」と定義されており、
研究をおこなうために渡米する研究者は、このカテゴ
リーに含まれる。
　この J-1 ビザを取得するためには、事前に受入大
学側が発行する書類 DS-2019（交流訪問者プログ
ラムに参加することを証明する書類、Certificate of 
Eligibility）を入手する必要があるのだが、これを発
行してもらうためには多くのステップを踏まなければ
ならない。
　受入大学側が要求する書類は、研究計画書、履歴書
（CV）をはじめ、在職証明、預金証明、保険加入証明
（UCI が要求する水準を満たす必要がある）などの各
種書類をそろえる必要がある。UCI の事務スタッフ
の方々は非常に有能で、メールでの問い合わせには迅
速に対応していただき、手続き上の問題はとくに感じ
られなかった。
　だが、アメリカの新学期開始時期が 9 月以降である
こともあり、結局 9 月以降にならないとそもそも受付
けできないと告げられた。実際に DS-2019 が郵送に
て手元に届いたのは 2018 年 12 月半ばに差し掛かった
ころであった。書類準備から半年ほどの歳月を要した
ことになる。現時点（2019 年 6 月）では、アメリカ
での非移民ビザの取得には在東京アメリカ大使館で領
事との面接が義務付けられている。領事との面接とい
うことで、当日は緊張してアメリカ大使館に足を運ん
だ記憶があるが、（J-1 というビザカテゴリーでもある
ためか）面接自体は簡単な事実確認だけで終了した。
2　カリフォルニア州アーヴァインと UCI での研究環境
2–1　カリフォルニア州の概況
　アメリカ西海岸に位置するカリフォルニア州は、合
衆国 50 州のなかでアラスカ州、テキサス州に次ぐ 3
番目に大きな州である。その面積は 423,970 平方キロ
メートルと、日本の国土面積（377,914 平方キロメー
トル）を凌駕する広大な州である。
　その地形は起伏に富んでおり、南北を隔てる標高
3,000 メートルを超えるトランスバース山脈や南東部
にはモハーヴェ砂漠などの乾燥地帯も広がっている。
アメリカ大陸でもっとも標高が低く、最も暑い地点で
あるデスバレー（7 月の平均気温は 40 度以上）もカ
リフォルニア州に存在する。
　南北にながく伸びたカリフォルニア州は、現地では
北カリフォルニアと南カリフォルニアという地域名で
区分されることがある（公式の地理的定義はない）。
北カリフォルニアには、世界をリードする IT 企業の
集積地として有名なベイエリアを含むサンフランシス
コがある。このサンフランシスコには、ロサンゼルス
から車で行こうとすると 6 時間以上のロングドライブ
を覚悟しなければならない。
　一方、南カリフォルニアの最大の都市は、ロサンゼ
ルスである。世界的に有名なビーチであるサンタモニ
カのほか、ハリウッドやビバリーヒルズなどの観光名
所が集まっているアメリカでも有数の観光都市だ。
　そして、南カリフォルニアは月平均気温の振れ幅
が年間を通じて小さく、気候が非常に安定している。
実際、ここ 3 カ月の間で一日中雨が降り続けるとい
うことがほとんどない（午前中は曇りの日も多い）。
天気の良い日は真っ青な空のもとで、心地よい微風
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（Breeze）が吹く爽やかな一日となる。
3–2　アーヴァインについて
　受け入れ大学である UCI は、ロサンゼルスから車
で 1 時間ほど南に下ったオレンジ郡のアーヴァイン
（Irvine）という都市にある。アーヴァインからさら
に 1 時間ほど南下するとメキシコ国境に近い都市サン
ディエゴがみえてくる。
　メキシコとの国境に接するカリフォルニア州の特
徴のひとつは、その人種構成にある。2010 年の国勢
調査によれば、白人 40.1％に対して、ヒスパニック系
が 37.6％を占めており、多くのラテンアメリカからの
移民が居住する州といえる。それゆえ、街の至るとこ
ろにメキシコ料理店が軒をつらね、スーパーではメキ
シコ料理の食材を多く目にする。ソーシャルセキュリ
ティーナンバー（Social Security Number、SSN）（社
会保障局が個人に発行する 9 桁の固有の番号であり、
アメリカでは SSN が個々の住民を認識するための ID
として重要な役割を果たしている）を申請するために
公的役所を訪れた際には、任意ではあるもののヒスパ
ニックかどうかの確認がおこなわれた。
　一方、居住先のコミュニティの住人の人種構成は、
中東系を中心に、ロシア人、アジア人（インド、中
国、韓国、ベトナム）が大多数を占めている。日本人
をみかけることはほとんどないが、アメリカ人コミュ
ニティのなかにアジア人（日本人）が居住するという
よりは、多種多様な民族が混在するなかで生活すると
いったほうが適当である。異なる人種、言語、文化圏
の人々とどのような社会を構築していくべきなのか、
ここカリフォルニア州は、日々の生活でもその最前線
の地にいることを実感する。
　さて、アーヴァインは、60 年代から 70 年代にかけ
て大規模な都市計画によって発展してきた比較的新し
い都市であり、非常に整備された街並みが続いている
（写真 1）。整備された幹線道路沿いに大型のショッピ
ングセンターやモールが点在し、その周辺にコミュニ
ティと呼ばれる住宅街が形成されている。驚くのは、
その大半が、大手不動産開発業者であるアーヴァイ
ン・カンパニーの手によるものであることだ。住宅だ
けでなく、ショッピングモールなどが一つの大手企業
によって開発されているので、どこにいっても同じよ
うな雰囲気の建物が立ち並んでいる。建物の高さ規制
や外観の色調などに厳しい規制があり統一感が生み出
されているのは確かであるが、相似した建物が並ぶ光
景は人工的な感も否めないのが個人的な感想である。
　また、近年では暴力事件や窃盗などの犯罪率が非常
に低い地域として全米でも有名な街のひとつにアー
ヴァインが挙げられることも多い。
　銃社会のアメリカでは、居住先を決める際に治安面
が重要な要素となってくる。例えば、ロサンゼルス近
郊には、イングルウッド（Inglewood）やコンプトン
（Compton）など依然として治安の悪い地域が存在す
る（実際に、その周辺を歩くと、ブロックひとつ隔て
ただけで雰囲気がガラッと変わる）し、これまで日本
企業の多くがロサンゼルス近郊でも比較的治安の良い
地域とされるトーランス地区に拠点を構えてきたが、
トーランス地区でも最近、銃撃事件（2019 年 1 月 6 日、
6 月 3 日）が発生している。
　整備された街並みと治安の良さからか、最近では
アーヴァインに移転・進出する日本の現地法人（マツ
ダ、東芝、マルちゃんなど）も増えており、日系スー
パーや医療関係なども充実しつつある。
　流行の先端をいくロサンゼルスの華やかさや国際空
港へのアクセスなどの利便性はないが、落ち着いた雰
囲気のなかで研究するにはアーヴァインは非常に適し
た街と言えよう。
写真 1　整備されたアーヴァインの街並み
3–3　UCI について
　アーヴァインが新興都市であるのと同様に、UCI
も 1965 年創設の比較的新しい大学である。広大なキャ
ンパスは、中心部の円形の緑地・芝生地のまわりを、
医学・生物、ビジネス、芸術、教育、工学、人文等の
学部毎のブロックが囲むように配置されている。
　そして、UCI のキャンパスを歩くと、流線形のパ
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ネルが階層状に連なった独特の外観の講義棟や研究
棟、図書館などを目にする。これらの建物は、20 世
紀中頃に活躍したアメリカの建築家ウィリアム・ペレ
イアの設計によるものだ（写真 2、3）。
　UCI は、ハーバード大学やコロンビア大学のよう
な歴史のある大学ではないが、創立後 40 年弱で全米
州立大学ランキングで 7 位、総合大学ランキングで
は 33 位に名を連ねる名門校へと急成長を遂げており、
アメリカのなかでも注目されつつある州立大学のひと
つである。
　そのキャンパスには、多くのアジア系学生の姿を目
にする。大学のホームページによると、所属学生の人
種構成は、アジア系（36％）、ヒスパニック（26.4％）、
非 居 住 外 国 人（Non-Resident- Alien） 16.2%、 白 人
（14.3％）であり、アジア系およびヒスパニック系の
学生が多く在籍していることがわかる。世界各国から
集まってきた学生たちのエネルギーは眩しい限りであ
り、貴重な時間を惜しむかのようにキャンパスのあら
ゆるところで学生たちが勉学に励んでいる。
写真 2　建築家ウィリアム・ペレイラによって設計された歴史
学部の建物
写真 3　大学のキャンパス内とは思えない中心部の緑地
3–4　研究活動について
　UCI の授業は、秋学期、冬学期、春学期のサイク
ルで授業カリキュラムが組まれており、渡米した時期
（4 月）は、ちょうど春学期開始直後にあたったため、
スティーブン・トピック教授の大学院のゼミ（授業科
目名：The World of Commodities）に参加させても
らうことにした。ゼミには博士学位請求論文（Ph.D.）
を執筆中の大学院生が出席していた。国籍は、アメリ
カ人（2 人）、インド人、ロシア人、台湾人、それに
自分（日本人）を含めた 5 人で、研究内容もラテンア
メリカ史や服飾史など、多様性（diversity）に富んだ
クラスであった。
　授業では、毎週 1 冊、コモディティの歴史に関する
文献が指定され、それを事前に読むことが参加の条件
となる。そして、課題本に関する議論を毎回 3 時間に
わたり展開するという流れである。書籍によっては、
400 ページにも達する本も含まれており、かなりのハ
イペースで課題をこなさなければならないが、指定さ
れた書籍は、どれも非常に興味深いテーマであった。
以下ではその一部を紹介したい。
　最初に参加した授業では、Brooke, Timothy, Vermeer’s 
Hat. London: Bloomsbury Press, 2008（邦訳：ティモ
シー・ブルック（本野英一訳）『フェルメールの帽子
―作品から読み解くグローバル化の夜明け』2014 年、
岩波書店）が課題本であった。フェルメールが描いた
数々の絵画から、ヨーロッパ人が抱いたオリエンタリ
ズムへの羨望、テイスト（taste）論、本書のタイト
ルの含意（表紙絵となっている『兵士と笑う女』で、
なぜ兵士はビーバーの毛皮を加工した大きな帽子をか
ぶっているのか、背景に描かれたオランダの地図や開
け放たれた窓の意味）、サイモン・シャーマ（Simon 
Schama）の絵画論などが議論された。
　さらに翌週は、Mintz, Sidney, Sweetness and Power, 
NY: Penguin, 1985（邦訳：シドニー・W・ミンツ（川
北稔訳）『甘さと権力』平凡社、1988 年）が取りあげ
られた。
　本書は、コモディティ歴史研究の先駆者のひとりで
あるミンツの代表作である。ヨーロッパの植民地支配
地域で奴隷作物として栽培されていたサトウキビ（砂
糖）が、いかにして贅沢品から大衆品へと移行していっ
たのか、砂糖をめぐる生産と消費、植民地貿易の観点
から権力と資本主義の関係を十全に読み解いた名著で
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ある。トピック教授の解説を交えたワールド・ヒスト
リー研究の原点の一つともいえる本書をめぐる議論に
参加できたのは、幸運で刺激的な時間であった。
　さらに、トピック教授のライフワークのひとつであ
るコーヒーについての議論（イエメンからオスマント
ルコ、ヨーロッパの文化史）や綿花、お茶、ゴムの
歴史についての議論が続いていった。5 月末には、ク
レアモントにあるポモナ・カレッジのミゲル・ティン
カ ・ーサラス（Tinker-Salas, Miguel）教授を招待して、 
自著 The Enduring Legacy: Oil, Culture and Society 
in Venezuela, Durham NC: Duke University Press, 
2009. が課題本に設定された（写真 4）。同書は、ベネ
ズエラにおける 20 世紀の石油開発の歴史を追った研
究書であるが、その焦点となるのは、ベネズエラの石
油開発の中心地マラカイボ（Maracaibo）における社
会的・文化的影響である。国家の政治経済構造から生
産関係に重きをおく石油開発研究が主流を占めるなか
で、地域研究の側面を有したミゲル教授の研究の視点
からは多くの示唆を得ることができた。
　最終回となる授業では、トピック教授の自宅にて同
じく UCI 歴史学部のヘイディ・ティンスマン（Heidi 
Tinsman）教授を招いてのセッションとなった。ト
ピック教授のご自宅の美しく手入れされた庭園をな
がめながらのリラックスした雰囲気での授業であっ
た。同教授の著作（Buying into the Regime: Grapes 
and Consumption in Cold War Chile and the United 
States, Duke University Press, 2014）は、チリのブ
ドウ産業研究、およびカリフォルニア州でのブドウの
消費文化（コマーシャリズム）の変遷をジェンダー
論の視点を交えながら論じている。1970 年代のピノ
チェット政権下のチリで、アメリカとの経済的な支援
のもとで展開された新自由主義的政策が両国のブドウ
産業にどのような影響を与えたのかなど、二国間の比
較研究ではなく、相互の政治経済関係から読み解くと
いう非常に困難な研究手法を用いており、議論ではこ
の点に質疑応答が集中した。
写真 4　ミゲル教授による発表の様子
おわりに
　渡米後 3 カ月足らずであるが、歴史研究を専門とし
ない自分が、トピック教授をはじめとするワールド・
ヒストリー学派をリードする研究者が描きだす生き生
きとした歴史研究の姿勢を垣間見られたことは非常に
幸運であった。在外研究では、ワールド・ヒトストリー
を先導する研究者たちから時代とともに変化する商品
の役割や価値、そしてそれがもたらす経済的・政治的・
社会的影響の重要性を改めて認識することができた。
　幸いにも本年度（2019 年度）から新たに科学研究
費助成事業（基盤研究（C）採択課題名「アフリカ新
興産油国における制度基盤形成プロセスの分析」）の
交付が決定した。今後、石油開発に関わるレンティア
国家の制度的特色（非民主的統治体制、隠匿性等）や
その特殊な経済構造（オランダ病、資源の呪い仮説等）
の先行研究動向を改めて精査しなおす予定である。ま
た、今回の研究期間中に経験したミゲル教授のベネズ
エラ石油開発に対する研究アプローチをはじめ、これ
から出会うであろう UCI および他大学の研究者との
議論を通じて、自らの研究課題にフィードバックしつ
つ、研究視野を広げていきたいと考えている。
